
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
外
国
の
若
者
に
伝
え
、

日
本
と
の
国
際
交
流
に
役
立
ち
た
い
」

　　 シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
際
協
力
事
業
団（
Ｊ
Ⅰ
Ｃ
Ａ)

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

「
平
成
15
年
秋
か
ら
昨
年
２
月
ま

で
１
年
４
カ
月
に
わ
た
り
、シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ヨ

ル
ダ
ン
に
赴
任
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、ヨ
ル
ダ
ン
の
人
た
ち

は
と
て
も
人
情
に
厚
く
、親
日
家

が
多
い
国
で
す
。ヨ
ル
ダ
ン
で
は

短
大
で
学
生
に
最
新
の
情
報
技
術

関
連
の
指
導
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
、30
年
に
わ
た
り
デ
ー
タ

通
信
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
従
事
し

て
き
ま
し
た
。定
年
後
の
人
生
で

そ
の
経
験
を
開
発
途
上
国
の
若
者

に
伝
え
、そ
れ
に
よ
る
国
づ
く
り

　▲ヨルダンでの教え子とともに(ザルカ短大）

と
日
本
と
の
国
際
交
流
に
役
立
ち
た

い
と
再
度
応
募
し
た
と
こ
ろ
、２
回

目
と
し
て
タ
イ
へ
の
派
遣
が
決
ま
り

ま
し
た
。現
地
の
学
生
と
の
交
流
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
」

　
高
木
さ
ん
は
昭
和
23
年
、北
条
で

出
生
。安
房
高
か
ら
東
京
工
業
大
学

大
学
院
を
卒
業
後
、日
本
電
気（
株
）

に
勤
務
し
、デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム

の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
に
従
事
し
て

き
ま
し
た
。定
年
後
、こ
の
経
験
を
生

か
し
、国
際
交
流
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

　
国
際
協
力
の
た
め
奉
仕
の
精
神
を

も
つ
40
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
。国
際
協

力
事
業
団
が
実
施
し
、現
地
の
人
と

協
働
し
な
が
ら
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
や
建

築
、保
健
医
療
な
ど
の
分
野
で
開
発

途
上
国
の
国
づ
く
り
の
た
め
、こ
れ

ま
で
の
自
身
の
能
力
と
経
験
を
活
か

し
て
草
の
根
レ
ベ
ル
で
活
動
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
。

　
こ
れ
ま
で
世
界
55
カ
国
に
２
千
人

以
上
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。高
木

さ
ん
は
先
月
か
ら
２
年
間
の
予
定
で

タ
イ
に
赴
任
し
ま
し
た
。

館
山
の
戦
争
遺
跡
①

　
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
東
京
湾
の
入
口 248

　
市
立
博
物
館
の
６
月
の
休
館
日

は
、５
日
、12
日
、19
日
、26
日
で
す
。

　
戦
後
60
年
の
昨
年
は
、戦
争
と

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が

数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、戦
前
、

館
山
は
軍
都
と
し
て
栄
え
て
い

ま
し
た
。

　
館
山
海
軍
航
空
隊
、旧
陸
軍
の

洲
崎
第
１
・
２
砲
台
、教
育
機
関

す
の
さ
き

の
館
山
海
軍
砲
術
学
校
・
洲
ノ
埼

海
軍
航
空
隊
な
ど
、数
多
く
の
軍

事
施
設
が
お
か
れ
て
お
り
、こ
れ

ら
の
施
設
の
跡（
戦
争
遺
跡
）は
、

47
カ
所
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
、海
軍
と
陸
軍
の
施
設
が
、同

じ
市
内
に
あ
っ
た
例
は
、全
国
的

に
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
ぜ
館
山
に
、様
々
な
性
格
の

軍
事
施
設
が
お
か
れ
た
の
か
。そ

れ
は
館
山
が
東
京
湾
口
、つ
ま
り

は「
首
都
」へ
の
海
の
入
口
に
あ

る
こ
と
が
、最
大
の
理
由
で
し
た
。

い
わ
れ

い
わ
く

　「
海
国
と
は
何
の
謂
ぞ
、曰
、地

続
の
隣
国
無
く
し
て
四
方
皆
海

い

に
沿
え
る
国
を
謂
う
也
」こ
れ

は
、林
子
平
が『
海
国
兵
談
』に
書

い
た
一
文
で
す
。江
戸
時
代
に
は

幕
府
の
鎖
国
政
策
に
よ
り
、外
交

や
貿
易
な
ど
が
制
限
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、こ
の
書
物
は
、18
世

紀
後
半
に
日
本
が
置
か
れ
て
い

た
状
況
を
分
析
し
、国
家
防
衛
を

説
い
た
警
告
書
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
寛
政
３（
一
七
九
一
）年
、松
平

定
信
の
寛
政
改
革
に
お
け
る
出

版
物
取
締
令
に
よ
り
、林
子
平
は

人
心
を
惑
わ
し
た
と
し
て
処
罰

さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
警
告
は
、

現
実
の
も
の
と
な
り
ま
す
。文
化

元（
一
八
〇
四
）年
、ロ
シ
ア
特
使

レ
ザ
ノ
フ
が
長
崎
に
渡
来
し
た

の
を
契
機
に
、日
本
近
海
に
は
毎

年
の
よ
う
に
外
国
船
が
出
没
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
最
初
の
海
防
施
設
が
館
山
に

で
き
た
の
は
、文
化
７（
一
八
一

〇
）年
、奥
州
白
河
藩
の
松
平
定

信
が
房
総
の
海
岸
警
備
を
命
じ

ら
れ
た
時
で
し
た
。富
津
市
の
竹

岡
、南
房
総
市
千
倉
町
の
白
子
、

館
山
市
の
波
左
間
に
陣
屋
が
置

か
れ
、洲
崎
に
台
場
が
築
か
れ
ま

し
た
。幕
府
が
よ
う
や
く
、首
都

江
戸
の
防
衛
に
本
腰
を
い
れ
た

の
で
す
。

松平定信の書による那古寺観音堂の額

としひろ

シニア海外ボランティアに参加　タイで国際交流に貢献する高木利公さん

市
民
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市
で
は
平
久
里
川
と
汐
入
川
流
域
で
、台
風
な
ど
の
大
雨
の
際
に
河
川
増
水
に
よ
り
は
ん
ら
ん
の
恐

れ
が
あ
る
地
域
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、河
川
の
水
位
に
よ
り
避
難
体
制
を
確
立
す
る
基
準
案
を
作
成
し

ま
し
た
。先
月
12
日
に
発
生
し
た
大
雨
の
際
は
、こ
の
基
準
案
を
基
に
平
久
里
川
流
域
に
避
難
勧
告
を
発

令
し
避
難
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、地
元
消
防
団
と
と
も
に
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
な
お
、今
後
こ
の
基
準
案
に
つ
い
て
は
、迅
速
な
避
難
活
動
が
実
行
で
き
る
よ
う
、関
係
機
関
や
対
象

と
な
る
町
内
会
と
相
談
し
な
が
ら
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
課（
�
22
―
３
９
５
４
）

大
雨
に
よ
る
河
川
の
は
ん
ら
ん
に
備
え
て

赤山地下壕内

　
平
成
17
年
度
中
の
、宮
城
の「
赤
山
地
下
壕
跡
」の
入
場
者
数
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。公
開
２
年
目
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、入
場
総
数
は
１

万
３
千
164
人
で
、前
年
よ
り
２
千
500
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、高

校
生
以
下
の
入
壕
者
は
増
え
て
お
り
、平
和
学
習
・
地
域
学
習
等
に
活

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
入
場
者
の
内
訳
は
、市
内
が
17
・
２
％
、安
房
郡
市
内
が
３
・
８
％
、

県
内
32
・
６
％
、県
外
46
・
４
％
で
、県
外
か
ら
の
入
壕
者
の
割
合
が
昨

年
に
比
べ
13
・
８
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
赤
山
地
下
壕
跡
は
、戦
前
か
ら
戦
中
に
か
け
て
掘
ら
れ
た
と
い
わ

れ
る
大
規
模
な
地
下
壕
で
、全
長
は
約
１
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。そ
の

う
ち
、入
口
付
近
の
約
250
メ
ー
ト
ル
を
公
開
し
て
い
ま
す
。ま
だ
未
体

験
の
人
は
、ぜ
ひ
一
度
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

赤
山
地
下
壕

開壕時間／４月から11月　午前10時から午後4時
　　　　　12月から３月  午前10時から午後3時
休  壕  日／月1回の点検日（第3火曜日）・年末年始
交通案内／館山駅よりバス約10分、宮城バス停下車
駐  車  場／豊津ホール前および市営宮城プール駐車場
お問合せ／館山市教育委員会生涯学習課（22-3698）
　　　　　受付は、豊津ホール（24-1911）

見学の方法【入場無料】

超高速ジェット船「セブンアイランド」

高
校
生
以
下
の
学
習
に
活
用

前年をこえる７千人もの乗船客が利用
　
館
山
を
出
発
地
に
　

　
　
市
外
か
ら
の
乗
船
客
増
え
る

　
今
回
の
超
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
は
、２
月
10
日

か
ら
３
月
14
日
ま
で
館
山
〜
大
島
〜
下
田
間

で
、３
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
東
京
〜
館
山
〜

大
島
間
で
運
航
さ
れ
ま
し
た
。下
田
航
路
は
、

館
山
の
早
春
の
花
、大
島
の
椿
、南
伊
豆
の
河

津
桜
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
を
花

で
結
ぶ
初
め
て
の
試
み
で
、期
間
中
延
べ
３
千

132
人
が
乗
船
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、昨
年
に
引
き
続
き
運
航
さ
れ
た
大
島
航

路
は
延
べ
７
千
29
人
が
乗
船
し
、旅
行
会
社
が
企

画
し
た
バ
ス
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
島
内
ツ
ア
ー

は
、キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
な
る
日
が
で
る
な
ど
、

昨
年
を
399
人
上
回
る
乗
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
一
方
、乗
船
者
の
居
住
地
は
安
房
地
域（
鴨

川
市
除
く
）が
46
％
、君
津
地
域
18
％
、鴨
川
・

夷
隅
地
域
12
％
、千
葉
市
・
市
川
市
な
ど
の
県

北
地
域
が
７
％
で
、安
房
地
域
か
ら
の
参
加
者

が
11
％
減
少
し
た
分
、県
内
他
地
域
か
ら
の
参

加
者
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
運
航
期
間
中
に
は
、石
井
直
樹
下
田

市
長
一
行
、藤
井
静
男
大
島
町
長
が
相
次
い
で

館
山
を
訪
問
。辻
田
市
長
や
小
幡
市
議
会
議
長

ら
と
超
高
速
船
の
就
航
に
よ
る
観
光
交
流
に

つ
い
て
会
談
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、昨
年
に
続
く
今
回
の
臨
時
運
航
の

実
績
か
ら
、館
山
港
が
南
房
総
地
域
を
は
じ
め

県
北
部
に
ま
で
及
ぶ
地
域
を
背
後
圏
と
す
る

人
的
拠
点
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
実
証
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
も
定
期
航
路
開
設
に

向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
�

22
―
３
６
０
６
）

避
難
勧
告
等
の
基
準
、避
難
区
域
の
案
を
作
成

　
先
月
12
日
に
発
生
し
た
大
雨
で

は
、安
房
地
域
整
備
セ
ン
タ
ー
で

24
時
間
雨
量
を
83
ミ
リ
記
録
し
ま

し
た
が
、平
久
里
川
上
流
の
南
房

総
市
荒
川
で
は
同
時
間
に
242
ミ
リ

の
雨
量
を
記
録
し
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
平
久
里
川
の
水
位
が
避
難

勧
告
の
基
準
水
位
を
超
え
た
た

め
、午
前
８
時
20
分
、平
久
里
川

流
域
675
世
帯
、千
761
人
に
対
し
、

避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。そ

の
後
、基
準
水
位
を
下
回
っ
た
こ

と
に
よ
り
午
前
10
時
50
分
避
難
勧

告
を
解
除
し
ま
し
た
。　

　
今
回
の
大
雨
で
は
床
上
浸
水
４

件
を
は
じ
め
、が
け
崩
れ
な
ど
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、人
命

に
関
わ
る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。市
で
は
こ
の
案
を
基
に
、

河
川
の
は
ん
ら
ん
に
備
え
た
防
災

ご存じですか 防災関係用語
１．避難準備情報　法的根拠はありませんが、この情報が発表された場合は避難の準備を始めて下さい。
２．避難勧告　　　居住者に立ち退きの勧めを促すもので、強制するものではありません。
３．避難指示　　　被害の危険が切迫するときに発せられるもので、「避難勧告」より拘束力が強くなります
　　　　　　　 が、指示に従わなかった人に対して直接強制までは行われません。
４．警戒水位　　　主要な河川の水位観測所に定められている水位で、館山市の場合は「平久里川」と「汐入
　　　　　　　 川」が該当します。県や消防などが水害発生に備えて出動し、または出動の準備に入る水位
　　　　　　　 です。「平久里川 3.10m」「汐入川1.60m」
５．計画高水位　　堤防の設計・整備などの基準となる水位で、その堤防が耐えられる最高の水位です。
　　　　　　　　「平久里川 5.20m」「汐入川2.70m」

　
風
水
害
時
に
お
け
る
避
難
勧
告
等
の
基
準

Ａ
、 

避
難
準
備
情
報
　

　
　
河
川
が
警
戒
水
位
に
達
し
た
と
き
。

Ｂ
、 

避
難
勧
告
　

１
、 

１
時
間
雨
量
が
50
ミ
リ
、ま
た
は
24
時
間
雨
量
が
200
ミ
リ
を
超
え

　
　
る
場
合
で
、災
害
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
と
き
。　

２
、 

平
均
風
速
が
陸
上
で
20
ｍ
／
ｓ
を
超
え
る
場
合
で
、災
害
の
拡
大

　
　
が
予
想
さ
れ
る
と
き
。

３
、 

河
川
が
計
画
高
水
位
の
８
割
に
達
し
更
に
増
水
す
る
恐
れ
の
と
き
。

４
、 

相
当
規
模
の
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
事
前
に
避
難
が
必
要
な
と
き
。

Ｃ
、 
避
難
指
示

１
、 
１
時
間
雨
量
が
50
ミ
リ
、ま
た
は
24
時
間
雨
量
が
200
ミ
リ
を
超
え

　
　
る
場
合
で
、避
難
勧
告
よ
り
状
況
が
悪
化
し
た
と
き
。

２
、 

平
均
風
速
が
陸
上
で
20
ｍ
／
ｓ
を
超
え
る
場
合
で
，
避
難
勧
告
よ

　
　
り
状
況
が
悪
化
し
た
と
き
。

３
、 

河
川
が
計
画
高
水
位
に
達
す
る
恐
れ
の
あ
る
と
き
。

４
、 

相
当
規
模
の
災
害
が
発
生
し
緊
急
に
避
難
を
要
す
る
と
認
め
た
と
き
。

Ｄ
、 

避
難
区
域（
表
記
し
た
町
内
の
う
ち
、河
川
の
流
域
の
一
部
）

平
久
里
川
　
川
崎
、正
木
下
、西
郷
、亀
ヶ
原
、湊
、湊
団
地
、高
井

汐
入
川
　
北
条
海
岸
、長
須
賀（
２
〜
６
町
内
）、新
宿
、新
井
、

　
　
　
　
下
町
、真
倉

対
策
に
あ
た
り
、被
害
の
拡
大
防

止
に
努
め
ま
す
。

増水した横峯大橋（4月12日）
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千
葉
県
で
は
、市
外
の
医
療
機

関
で
も
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る「
千
葉
県
内
定
期
予

防
接
種
相
互
乗
り
入
れ
制
度
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
／
①
か
か
り
つ
け
医

が
館
山
市
以
外
に
い
る
人
②
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、館
山

市
で
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
困
難
な
人

　
対
象
と
な
る
定
期
予
防
接
種

／
○
三
種
混
合（
百
日
咳
、ジ
フ
テ

リ
ア
、破
傷
風
）○
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
○
二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
　
※
乳
幼
児
を
除
く
）○

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
未
満
）

○
日
本
脳
炎（
副
作
用
の
関
係
で

保
護
者
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。）

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
65
歳
以
上
）

※
ポ
リ
オ
、麻
し
ん
単
独
、風
し
ん

単
独
、乳
幼
児
の
二
種
混
合
の
予

防
接
種
は
対
象
外
で
す
。

　
手
続
き
／
①
希
望
す
る
医
療
機

関
へ
直
接
申
込
む
。こ
の
際
、住
民

で
は
な
い
が
、相
互
乗
り
入
れ
制

度
で
予
防
接
種
を
受
け
た
い
旨
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
対

象
者
に
制
限
が
あ
る
の
で
、健
康

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。）②
接

種
当
日
は
、母
子
健
康
手
帳
、健
康

保
険
証
、受
け
る
注
射
の
予
診
票

（
館
山
市
の
も
の
）を
持
参
す
る
。

③
接
種
後
、母
子
健
康
手
帳
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
う
。

　
協
力
医
療
機
関
／
千
葉
県
医
師

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
w
w
.chib

a.m
ed
.o
r.jp
/

）を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
注
意
／
県
外
に
里
帰
り
を
し
て

い
る
人
や
市
外
で
ポ
リ
オ
を
受
け

る
人
は
、予
防
接
種
の
依
頼
書
が

春の市内一斉清掃

　5月19日（金）から6月4日（日）は、春の「まちを
愛する週間」です。期間中の5月28日（日）に、市内
一斉清掃を行います。
　当日は、空き地などに散乱している空き缶、空
きビンなどを、各地区の決められた場所に搬出し
てください。
　日時／5月28日（日）午前8時30分から午前10
時【雨の場合は6月4日（日）に延期】
　問合せ／環境保全課（�22―3354）

5月2 8日（日）は

必
要
に
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
、

料
金
な
ど
が
接
種
を
希
望
す
る

市
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
健
康
課（
�
23
―
３

１
１
３
）

市
外
の
医
療
機
関
で
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る

千
葉
県
内
定
期
予
防
接
種
相
互
乗
り
入
れ
制
度

　　
仕
事
な
ど
で
、平
日
に
納
付
で

き
な
い
人
を
対
象
に
、５
月
の
日

曜
日
に
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。市
県
民
税
、固
定
資
産
税
、国
民

健
康
保
険
税
な
ど
の
市
税
、介
護
保

険
料
の
納
付
、納
付
が
困
難
な
人

へ
の
納
税
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
日
時
／
５
月
14
日（
日
）、21
日

（
日
）、28
日（
日
）時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

日
曜
日
に
納
税
窓
口
開
設

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

時
15
分
ま
で

　
場
所
／
納
税
課（
市
役
所
１
階
）

　
４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
制
度

が
拡
充
さ
れ
、支
給
対
象
年
齢
が

小
学
６
年
生（
12
歳
到
達
後
最
初

の
年
度
末
）ま
で
に
拡
大
さ
れ
、

併
せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
た
場
合
は
、今
回
の
手
続

小
学
６
年
生
ま
で
支
給
が
拡
大

児
童
手
当
の
手
続
き
は
９
月
30
日
ま
で
に

き
は
不
要
で
す
。

　
新
た
に
申
請
す
る
場
合
は
、市

社
会
福
祉
課
窓
口
で
認
定
請
求
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、９

月
30
日
ま
で
に
受
付
け
た
も
の
に

限
り
、特
例
的
に
４
月
１
日（
ま
た

は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）に

さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
子
育
て

支
援
室（
�
22
―
３
４
９
６
）

　
日
曜
日
の
納
税
窓
口
の
ほ
か
、

次
の
日
程
で
納
税
窓
口
を
毎
週

木
曜
日
午
後
７
時
ま
で
延
長
し

ま
す
。

　
日
時
／
５
月
11
日（
木
）、18
日

（
木
）、25
日（
木
）時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
７
時
ま
で

　
問
合
せ
／
納
税
課（
�
22
―
３

２
５
７
）

　第８回となる「あわ夢まつり」。高校生の「語り」・「演奏」、母子・祖母
と孫・プロによる「パネルシアター」、曾呂地区代の「祭り囃子」、ガー
ルスカウト・葛飾区立保田養護学校の「発表」、ヒップホップダンス
などが今年の目玉です。
　託児室も用意します。
　日時／５月28日（日）午後１時開演
　場所／南総文化ホール
　内容／人形劇、マリオネット、紙芝居、手品、パネルシアター、車椅
子ダンス、販売コーナー（中里ワークホーム、ふれあいハウス、こっ
この家、グループホームとみうら）、点字お試しコーナー（ふぁっと
えばー）、手作り甲冑の展示・試着コーナー（南総里見手づくり甲冑愛
好会）、貝や流木の展示（海辺の鑑定団）
　入場料／ワッペン代当日400円・前売り300円。南総文化ホール
や文化ホール友の会（コミセン内）で販売しています。
　問合せ／あわ夢まつり実行委員会　松苗禮子（�22―6790）

　
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
の
平
成
18
年
度
予
算
書
が
閲

覧
で
き
ま
す
。閲
覧
場
所
は
、市
民

課
前
広
報
ボ
ッ
ク
ス
で
す
。

　
同
組
合
は
、安
房
の
３
市
１
町

で
構
成
し
、館
山
市
は
、今
年
度
８

平
成
18
年
度
予
算
書
が
閲
覧
で
き
ま
す

億
７
千
81
万
１
千
円
の
負
担
金
を

支
払
い
ま
す
。

　
同
組
合
の
仕
事
は
、①
市
町
村

圏
の
振
興
整
備
に
関
す
る
計
画
の

策
定
及
び
そ
の
実
施
の
た
め
の
連

絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
、②
粗
大

ご
み
処
理
施
設
の
設
置
、管
理
及

び
運
営
に
関
す
る
こ
と
、③
火
葬

場
施
設
の
設
置
、管
理
及
び
運
営

に
関
す
る
こ
と
、④
消
防
事
務（
消

防
団
事
務
を
除
く
）及
び
救
急
業

務
に
関
す
る
こ
と
、⑤
関
係
市
町

の
職
員
の
共
同
研
修
及
び
統
一
採

用
試
験
に
関
す
る
こ
と
、⑥
福
祉

施
設
建
設
の
一
部
助
成
に
関
す
る

こ
と
、⑦
地
域
救
急
医
療
に
関
す

る
こ
と
で
す
。

　
問
合
せ
／
安
房
郡
市
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合（
�
22
―
５
６
３
３
）

　
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
で
は
、葬
儀
の
と
き
に
自
宅

か
ら
火
葬
場
ま
で
の
霊
柩
車
に
よ

る「
霊
柩
車
運
行
業
務
」を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
千
葉
県
デ
ィ
ー
ゼ
ル

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
粒
子
状

物
質
の
排
出
の
抑
制
に
関
す
る
条

霊
柩
車
の
業
務
を
廃
止
し
ま
す

５
月
30
日
で

例
第
４
条
」に
よ
り
運
行
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、ま
た
、当
該

車
種
に
適
合
す
る
粒
子
状
物
質
の

除
去
装
置
が
な
い
こ
と
か
ら
、５

月
30
日
で
霊
柩
車
が
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
安
房
郡
市
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合（
�
22
―
５
６
３
３
）

夢 ま つ りあわ

▲昨年のステージ発表
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私
た
ち
が
住
む
地
域
の
歴
史
を

語
る
資
料
は
、寺
社
や
旧
家
ば
か

り
で
な
く
、路
傍
を
は
じ
め
地
域

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
数
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
立
博
物
館
で
は
、歴
史
の
な

か
を
歩
い
て
、歴
史
と
触
れ
合
い

な
が
ら
、私
た
ち
の
郷
土
に
営
ま

れ
た
先
人
の
生
活
を
知
り
、改
め

て
見
直
し
て
み
よ
う
と
歴
史
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、祭
祀
遺
跡
や
洞
穴
遺

　
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
で

は
、
親
子
で
楽
し
め
る
写
生
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
学
校
や
幼
稚
園
に
あ
る
申
込
書

で
申
込
め
る
ほ
か
、
当
日
、
会
場

で
も
申
込
め
ま
す
。

　
日
時
／
５
月
14
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
受
付
開
始
【
雨
天
決

行
】

　
場
所
／
千
葉
県
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス

　
採
用
試
験
日
程
（
予
定
）
／
表

の
通
り

　
申
込
方
法
／
申
込
書
・
受
験
票

に
必
要
事
項
を
す
べ
て
記
入
し
、

受
付
期
間
中
に
提
出
を
し
ま
す
。

方
法
は
次
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
窓
口
申
込

　
希
望
す
る
試
験
の
受
付
期
間
中

に
、
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。【
窓
口
】「
上
・
中
・
初
級
・

資
格
免
許
試
験
」
は
千
葉
県
人
事

委
員
会
事
務
局
任
用
課
、「
警
察

千
葉
県
職
員（
　
　
　
　
）の
採
用
試
験

　
日
時
／
５
月
17
日(

水)

、
19
日

(

金)

、
24
日(

水)

、
26
日(

金)

、
29

日(

月)

、
31
日(

水)

　
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

　
場
所
／
館
野
小
学
校
２
階
Ｐ

Ｃ
教
室

　
参
加
費
／
３
千
円
（
資
料
な

ど
）

　
対
象
／
市
民
か
市
内
在
勤
で
、

デ
ジ
カ
メ
を
持
ち
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

　
定
員
／
30
人

　
持
ち
物
／
筆
記
用
具

わ
た
し
の
町
の
歴
史
探
訪

豊
房
地
区
出
野
尾
・
岡
田

跡
な
ど
の
古
代
の
信
仰
の
場
や
、

鎌
倉
文
化
と
強
く
結
び
つ
い
た
中

世
の
密
教
道
場
小
網
寺
、そ
し
て

近
代
の
不
動
尊
信
仰
の
行
場
な

ど
、長
く
人
々
の
信
仰
の
場
に

な
っ
て
き
た
豊
房
地
区
の
出
野

尾
・
岡
田
を
歩
き
ま
す
。

　
日
程
／
５
月
28
日（
日
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分【
雨
天
の
場

合
は
６
月
11
日（
日
）に
延
期
】

　
コ
ー
ス
／
豊
房
地
区
出
野
尾
・

岡
田（
約
５
キ
ロ
）

　
集
合
場
所
／
市
収
集
セ
ン
タ
ー

（
出
野
尾
）駐
車
場

　
参
加
費
／
保
険
料
50
円

　
締
切
／
５
月
25
日（
木
）

※
活
動
し
や
す
い
服
と
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
申
込
／
市
立
博
物
館

（
�
23
―
５
２
１
２
）

郷
土
の
歴
史
を
歩
い
て
み
よ
う

　
対
象
／
幼
児
、
小
学
生
、
一
般

（
中
学
生
以
上
）

　
参
加
費
／
150
円
（
当
日
徴
収
）

　
持
ち
物
／
写
生
道
具
（
画
板
、

絵
の
具
、
絵
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
な

ど
）、ゴ
ミ
入
れ【
画
用
紙
は
主
催

者
で
配
布
】

　
問
合
せ
・
申
込
／
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係
（
�
22
―
３
６
９

８
）

親
子
写
生
大
会
の
参
加
者

当
日
会
場
で
も
申
込
め
ま
す

　

　千葉家庭裁判所では、憲法週間にあわせた無
料法律相談を開催します。
　開催日／５月17日（水）
　場所／「三越千葉店」地下２階特設会場（千葉
市中央区富士見２―６―１）
　相談／【午前の部（40人程度）】午前９時30分
から「三越千葉店」大通り西口玄関前にて受付、
午前10時から相談【午後の部（30人程度）】12時
30分から地下２階特設会場にて受付、午後１時
から相談開始
　相談時間／１人20分程度
　問合せ／千葉家庭裁判所事務局総務課庶務係
（�043－222－0165）

　
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
へ
取
り
込
ん

だ
写
真
の
整
理
・
保
存
、
ワ
ー
ド

文
書
や
メ
ー
ル
へ
の
写
真
挿
入
・

修
整
（
フ
ォ
ト
レ
タ
ッ
チ
）
の
初

歩　
締
切
／
５
月
12
日
（
金
）

　
問
合
せ
・
申
込
／
月
・
水
・
金

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
館

野
公
民
館
（
�
23
―
６
４
８
０
）、

九
重
公
民
館
（
�
24
―
６
４
８

１
）、西
岬
東
公
民
館（
�
29
―
１

３
７
０
）　

無料法律相談を開催 パ
ソ
コ
ン
講
座

デ
ジ
カ
メ
の
楽
し
い
活
用
法

上･

中･

初
級
、資
格

免
許
職
、警
察
官

2006

官
採
用
試
験
」
は
千
葉
県
警
察
本

部
・
警
務
課
任
用
係
、
県
内
の
各

警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
で
す
。

②
郵
送
申
込

　
封
筒
の
裏
に
申
込
む
試
験
区

分
・
職
種
を
朱
書
き
し
、申
込
書
・

警
察
官
採
用
試
験

昭和51年4月2日以降に
生まれた男性
昭和51年4月2日から平
成元年4月1日までに生
まれた男性
昭和51年4月2日から平
成元年4月1日までに生
まれた女性

受験案内
配布開始

第１次
試験日

受付
期間

9/17
（日）

6/23
（金）

6/23
（金）
から
7/31
（月）

年  齢  要  件試験
区分

警察官Ａ
（男性）

第 

２ 

回

試 験 職 種

警察官Ｂ
（男性）

警察官Ｂ
（女性）

受
験
票
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
受
験
票
に
は
必
ず
50
円

切
手
を
貼
り
、
宛
先
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。【
送
付
先
】「
上
・
中
・

初
級
・
資
格
免
許
試
験
」
〒
260
―

０
０
０
１
　
千
葉
市
中
央
区
都
町

１
―
１
―
20
　
千
葉
県
人
事
委
員

会
事
務
局
任
用
課
　「
警
察
官
採

用
試
験
」
〒
260
―
８
６
６
８
　
千

葉
市
中
央
区
市
場
町
１
―
２
　
千

葉
県
警
察
本
部
・
警
務
課
任
用
係

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.p
ref.ch

ib
a.lg
.

jp
/

）の「
千
葉
県
職
員
採
用
試
験

の
ご
案
内
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。た
だ
し
、「
警
察
官
採
用

試
験
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

の
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
千
葉
県
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課
（
�
043
―
231
―
５

８
０
１
）・
採
用
案
内
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
（
�
043
―
231
―
６
０

４
４
）、千
葉
県
警
察
本
部
・
警
務

課
任
用
係
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

０
１
２
０
―
７
６
４
０
３
２
）・

警
察
本
部
代
表
（
�
043
―
227
―
９

１
３
１
）・
採
用
案
内
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
（
�
043
―
225
―
５
２

０
５
）

上 級
試 験

昭和51年4月2日から昭和60年4月1日ま
でに生まれた人
昭和60年4月2日以降に生まれた人で学校
教育法に基づく大学（短期大学を除く。）を
卒業した人（平成19年3月までに卒業する
見込みの人を含む。）またはこれと同等の
資格があると人事委員会が認める人
昭和51年4月2日以降に生まれた人まで受
験できます。
詳細は職種により異なります。
昭和54年4月2日から昭和62年4月1日ま
でに生まれた人
昭和60年4月2日から平成元年4月1日ま
でに生まれた人
昭和51年4月2日以降に生まれた人まで受
験できます。
詳細は職種により異なります。

中 級
試 験

初 級
試 験

資　格
免許職

受験案内
配布開始

第１次
試験日

受付
期間

5/16
（火）

※
5/19
（金）
から
６/１
（木）

6/25
（日）

7/14
（金）

※
7/31
（月）
から
8/11
（金）

9/24
（日）

年　齢　要　件試 験
区 分

資　格
免許職

※郵送･持参による受付期間です。インターネットの場合は若干異なります。

　
北
条
地
区
公
民
館
で
は
、初
心

者
を
対
象
に
し
た「
写
真
撮
影
教

室
」と「
パ
ン
作
り
教
室
」を
開
催

し
ま
す
。

【
写
真
撮
影
教
室（
全
６
回
）】

　
日
時
／
初
回
６
月
21
日（
水
）午

前
９
時
〜
11
時
30
分

　
場
所
／
菜
の
花
ホ
ー
ル

　
対
象
／
市
民

　
定
員
／
20
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

　
費
用
／
保
険
代
500
円

　
締
切
／
５
月
22
日（
月
）

【
パ
ン
作
り
教
室（
全
６
回
）】

　
日
時
／
初
回
６
月
15
日（
木
）午

前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

　
場
所
／
菜
の
花
ホ
ー
ル

　
対
象
／
市
民

　
定
員
／
16
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

　
費
用
／
材
料
費
１
回
千
円
程
度

　
締
切
／
５
月
22
日（
月
）

　
問
合
せ
・
申
込
／
北
条
地
区
公

民
館（
�
24
―
１
５
１
５
）

写
真
撮
影
と
パ
ン
作
り
の
教
室

▲昨年の写生大会

７ だん暖たてやま ６平成18年５月１日

募 集
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もっと得する

　平成18年4月より予防接種法の一部が改正され、麻
しん風しん、三種混合の接種方法がかわります。対象年
齢のお子さんのいる家庭では、よく確認してください。
　転入等で、すでに実施済の予防接種がある場合や麻
しん・風しん・百日咳に接種を受ける前にかかった人、
予診票が届かない、など予防接種について不明な点は、
健康課までお問合せください。
　問合せ／健康課（�23－3113）

★本だけじゃない、いろいろあります図書館の資料

館
山
国
際
交
流
協
会

ポ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
訪
問
団
と
の
交
流
会

　
ほ
ら
、そ
こ
に
も
悪
質
商
法
④
　
内
職
商
法

〜
手
軽
な
収
入
を
得
る
た
め
経
費
を
払
う
が
、仕
事
の
紹
介
が
な
い
〜

　
問
合
せ
／
企
画
課
市
民
相
談
・
協

働
グ
ル
ー
プ（
�
22
―
３
１
４
２
）

　『
売
り
上
げ
月
に
○
○
万
円
以
上
』な
ど
の
う
た
い
文
句
の
新
聞
チ
ラ

シ
を
見
て
説
明
会
に
参
加
し
た
ら
、「
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
紹
介

す
る
が
、作
業
に
必
要
な
専
用
パ
ソ
コ
ン
と
ソ
フ
ト
が
必
要
」と
言
わ
れ

購
入
契
約
を
し
た
。と
こ
ろ
が
、実
際
に
紹
介
さ
れ
る
仕
事
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、機
械
購
入
の
ロ
ー
ン
返
済
が
負
担
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
在
宅
ビ
ジ
ネ
ス

で
高
収
入
を
」「
資
格
・
技
術
を
身

に
付
け
て
在
宅
ワ
ー
ク
」な
ど
と
勧

誘
し
ま
す
が
、実
際
は
材
料
や
高
い

機
械
を
売
り
つ
け
ら
れ
た
り
、登
録

料
を
請
求
さ
れ
、ほ
と
ん
ど
収
入
を

得
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

対
応
の
ポ
イ
ン
ト

①
勧
誘
時
の
口
頭
で
の
説
明
は
、う

の
み
に
し
な
い
こ
と
。

②
口
頭
で
説
明
さ
れ
た
こ
と
が
、契

約
書
面
の
ど
こ
に
書
か
れ
て
い
る
か

確
認
し
、仕
事
が
ど
の
よ
う
に
紹
介

さ
れ
る
か
、仕
事
の
量
や
過
去
の
実

績
な
ど
納
得
の
い
く
ま
で
詳
細
に
聞

く
こ
と
が
重
要
。

③
自
分
だ
け
で
決
め
ず
関
係
書
類
を
持

ち
帰
っ
て
、投
資
す
る
金
額
に
見
合
う

収
入
が
あ
る
か
、家
族
や
友
人
に
相
談

し
た
り
、相
談
機
関
等
で
情
報
を
集

め
、慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

予防接種法が一部改正
麻しん風しん、三種混合
の接種方法がかわります
～予防接種時は母子健康
　　手帳を忘れずに～

 図書と同様に貸出しています ５、６月のおはなし会
幼児向け   5/12、6/2（10:30から）
児童向け   5月6、13、20、27日　
（14:00から）   6月3、10、17日

   図書館といえば、本がたくさんあるところ、本を借りるところ、というイ
メージをお持ちの人も多いと思います。でも、図書館には本だけでなく他の資
料もあり、資料によっては貸出もできるものがあります。
 ○雑誌（最新号は館内でのご利用のみ。  その他の号は貸出しています）
 ○新聞、官報・県報（貸出はしていません  館内でご利用下さい）

 ○カセットテープ・ＣＤ（主に本やエッセイを朗読しているもの）
 ○ビデオ・ＤＶＤ　○大活字本（大きな文字の小説やエッセイなど）
　そのほかにもパンフレットやリーフレット、行政資料などもあります。

▽図書館司書から今月のお勧め本
『先生はストリートミュージシャン 「歌う道徳講師」の命の授業』
     大野靖之　  日本文芸社

★移動図書館「わかしお号」もよろしく
  今年度も約2,000冊の本を乗せて、市内２７ヶ所を回る移動図書館車「わかしお号」を運行。図書館に行くには
ちょっと遠いという方、お近くに伺った際には是非覗いてみて下さい。巡回場所と時間については、毎月１５日
の広報でお知らせしています。

６月の休館日　
5、12、19～7／3 （特別整理期間)

５月の休館日　
1、3、4、5、8、15、22、26、29日

★新着図書のコーナー
「歳には、勝てる」
鳥越俊太郎　 マガジンハウス
「世界と僕たちの、未来のために」
森達也　作品社
「おとなの小論文教室。」
山田ズーニー　河出書房新社
「がんばれさるのさらんくん」
中川正文　福音館書店
「ぬまばあさんのうた」
岡田淳　 理論社

  著者は昨年メジャーデビューしたミュージ
シャン。もう一つの肩書きは「歌う道徳講師」。
全国の学校などを回り、歌を歌い、その詞から
何かを考えてもらうという道徳の授業を行っ
ており、なんと千葉県の教育委員会からは非
常勤講師の辞令も受けているとのこと。「夢」
「家族」「友達」そして「命」を歌う著者が、道徳講
師を始めるきっかけやこれまでの体験から感
じたことをストレートな言葉で綴っていま
す。

麻しん風しん混合
　麻しんと風しんの予防接種が一緒になり、「麻しん風し
ん混合ワクチン」になりました。
　対象者は、①生後12月～24月未満か②小学校就学前
の１年間（５歳～７歳未満）で麻しんや風しんの予防接種
をうけておらず、麻しんや風しんにもかかっていない人。
対象の年齢を過ぎてしまったお子さんは、全額自費での
接種となります。

※予防接種法の改正により今年3月末から全国的に
風しんワクチンが不足していましたが、4月末から
徐々にワクチンの供給が可能となる知らせが国か
らありました。

三種混合
　百日咳にかかったお子さんは、三種混合の注射は接種
せず、二種混合になります。二種混合を接種するときは、
市の予診票は使用せず全額自費になります。

　
先
月
９
日
、
友
好
都
市
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ポ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ス
か
ら
の
訪
問
団
の
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ポ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
は
シ

ド
ニ
ー
の
近
く
に
位
置
す
る
海
に

面
し
た
美
し
い
町
で
、
館
山
市

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ベ
リ
ン
ハ
ム
の
姉
妹
都
市
で

あ
り
、
館
山
と
は
環
太
平
洋

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
が
縁
で
市
民
交
流

が
始
ま
り
、
平
成
12
年
に
は
友

好
都
市
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

館
山
国
際
交
流
協
会
ポ
ー
ト
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
委
員
会
（
鈴
木

英
男
委
員
長
）
が
１
年
お
き
の

相
互
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
訪
問
団
は
、
テ
ッ

ド
・
テ
ィ
ン
ダ
ル
さ
ん
を
団
長

と
す
る
10
人
。
南
総
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
歓
迎
会
で
は
、

参
加
者
が
手
料
理
な
ど
を
持
ち
寄

る
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
で

行
わ
れ
、
国
際
交
流
協
会
関
係

者
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど

大
勢
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
歓
迎
会
で
は
館
山
国
際
交
流
協

会
の
宮
崎
健
一
会
長
、
辻
田
実
市

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
市
長
か

ら
全
員
に
友
好
市
民
章
が
贈
ら

れ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
特
に
南
総

少
年
少
女
合
唱
団
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
が
披

露
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
歌
や

ド
レ
ミ
の
歌
が
大
人
気
。
訪
問
団

か
ら
「
自
国
の
子
ど
も
た
ち
の
合

唱
よ
り
素
晴
ら
し
い
」
と
絶
賛
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
城
山
公
園
の
雁
月
庵
で

の
茶
道
体
験
や
、
ち
ょ
う
ど
見

ご
ろ
だ
っ
た
桜
で
館
山
を
満
喫

し
、
京
都
な
ど
次
の
訪
問
地
に

向
か
い
ま
し
た
。

茶道体験（城山公園、雁月庵）

【もしも被害にあったら・・・相談はこちらまで】
千葉県消費者センター　�047-434-0999
相談時間9:30～16:00（土・日除く、12:00～13:00除く)
千葉県警察本部相談サポートコーナー　�043-227-9110
相談時間　8：30～17：15（土・日除く）
館山市役所市民相談室消費生活相談窓口　�22-3199
相談日　毎月第1・３木曜日　9：00～16：00
（５月は第２・３木曜日に変更となります）

９ だん暖たてやま ８平成18年５月１日

図書館だより⑪ 館山市図書館（�22－0701）

予診票の送付方法
個別接種：対象になった月の、翌月初旬に個人通
知します
・麻しん風しん混合　⇒　対象：満１歳から
・三種混合　⇒　対象：３か月から
・ＢＣＧ　⇒　毎月20日頃集団接種。接種日には
満３ケ月。生後6か月を過ぎると集団接種はでき
ません。

予防接種を受ける前に
　最初に受ける予防接種の際、
予診表と同封した「予防接種と
子どもの健康」の冊子を読んで、
その日受ける予防接種を理解し
ておきましょう。
　予防接種は体調のいい時に、
治療中の人は必ず主治医と相談
をしましょう。




